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道
、
市
道
の
整
備
も
あ
わ
せ
て
、

国
、
県
、
市
の
３
者
が
一
体
と
な

っ
て
渋
滞
緩
和
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

人
口
が
10
万
人
、
８
万
人
に

な
っ
た
場
合
、
子
ど
も
の
数
は
ど

れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

学
校
の
統
廃
合
を
す
る
と
、
通
学

時
間
が
長
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

０
歳
か
ら
14
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
比
率
は
現
在
14
％
だ
が
、
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
２
０
６
０
年
で

14
％
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
想

定
し
て
い
る
。
学
校
教
育
法
施
行

規
則
に
お
い
て
、
学
校
の
標
準
規

模
は
、
小
中
学
校
と
も
に
、
12
学

級
以
上
18
学
級
以
下
が
標
準
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
通
学
距
離
は
小

学
校
で
お
お
む
ね
４
キ
ロ
以
内
、

中
学
校
で
お
お
む
ね
６
キ
ロ
以
内
、

通
学
時
間
は
お
お
む
ね
１
時
間
以

内
が
目
安
と
さ
れ
て
い
る
。
学
校

の
再
配
置
等
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

通
学
路
の
安
全
確
保
や
地
理
的
な

状
況
な
ど
、
児
童
生
徒
の
実
態
や

実
情
を
踏
ま
え
た
適
切
な
通
学
距

離
の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
、
橿
原
市
教
育

施
設
再
配
置
検
討
審
議
会
等
で
検

討
を
進
め
、
学
級
数
だ
け
で
な
く
、

通
学
距
離
・
区
域
に
つ
い
て
、
児

童
生
徒
の
負
担
や
安
全
性
に
配
慮

し
、
ま
た
保
護
者
や
地
域
の
声
を

聞
き
丁
寧
に
取
り
組
み
た
い
。

休
日
夜
間
応
急
診
療
所
の
利

用
が
増
え
て
お
り
、
特
に
一
昨
年

の
年
末
年
始
は
診
療
を
受
け
る
ま

で
に
非
常
に
時
間
が
か
か
っ
た
と

聞
い
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

平
成
26
年
度
の
年
末
年
始
は
、

特
に
大
人
の
患
者
が
多
く
例
年
と

異
な
る
状
況
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
大
流
行
し
、
当
診
療
所
も
大
混

雑
し
て
数
時
間
待
っ
た
人
も
い
た
。

当
診
療
所
で
は
12
月
30
日
か
ら
１

月
４
日
ま
で
を
休
日
体
制
と
し
て

い
る
。
年
度
別
の
年
末
年
始
の
受

診
者
数
は
、
平
成
25
年
度
１
，
１

１
６
人
、
26
年
度
１
，
８
７
６
人
、

27
年
度
７
９
４
人
で
あ
り
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
混
雑

し
た
26
年
度
の
１
日
平
均
は
３
１

３
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

急
遽
、
橿
原
地
区
医
師
会
の
協
力

に
よ
り
、
特
に
混
雑
す
る
午
前
中

や
夕
方
に
内
科
の
医
師
を
１
人
か

ら
２
人
に
増
員
し
た
。
平
成
27
年

度
の
年
末
年
始
か
ら
は
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
時
間
帯
は
内
科
・
小

児
科
と
も
に
１
診
か
ら
２
診
に
増

や
し
、
４
診
体
制
と
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
27
年
度
は
待
ち
時
間

が
平
素
と
大
差
な
い
状
況
と
な
っ

た
。
今
後
も
こ
う
し
た
体
制
を
維

持
し
、
安
心
・
安
全
な
医
療
へ
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
外
へ

出
る
目
的
と
し
て
、
孫
や
近
所
の

幼
い
子
と
の
出
会
い
の
機
会
を
創

出
で
き
れ
ば
、
健
康
寿
命
が
延
び
、

医
療
費
も
減
る
。
一
方
で
、
出
産

直
後
は
家
事
が
た
い
へ
ん
で
、
手

伝
い
に
実
家
の
親
に
来
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
が

出
来
な
い
人
も
い
る
。
合
計
特
殊

出
生
率
を
上
げ
る
に
は
、
空
き
家

対
策
事
業
と
し
て
子
育
て
世
帯
の

Ｕ
タ
ー
ン
移
住
を
推
進
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
子
や
孫
が
近
所
に

住
ん
で
い
れ
ば
、
面
倒
を
見
て
貰

っ
た
孫
世
代
が
、
将
来
、
高
齢
者

を
支
え
る
側
に
ま
わ
る
と
い
う
こ

と
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

縦
割
り
で
は
な
く
、
総
合
計
画
を

つ
く
っ
て
進
め
る
べ
き
で
は
。

３
世
代
同
居
世
帯
が
増
え
れ

ば
、
相
互
に
補
完
し
合
う
「
支
え

合
い
の
生
活
」
を
営
む
環
境
が
復

活
す
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
が
、

別
居
化
の
一
因
に
、
生
活
習
慣
が

異
な
る
こ
と
や
互
い
に
気
を
使
う

理
由
か
ら
別
居
を
望
む
と
い
う
調

査
結
果
も
あ
り
、
難
し
い
問
題
で

あ
る
。
高
齢
者
世
代
と
孫
世
代
と

の
交
流
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
復
活
や
健
康
面
で
の
効
果
も

期
待
で
き
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

男
性
の
登
録
が
多
く
、
女
性
が
少

な
い
。
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
て
お
り
、
高
齢
女
性
の
登
録
を

も
っ
と
増
や
し
て
、
産
後
家
庭
に

対
し
家
事
支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
空
き
家
は
、
固
定
資
産
税

対
策
で
未
活
用
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
空
き
家

を
更
地
に
し
て
も
、
固
定
資
産
税

が
上
が
ら
な
い
よ
う
減
免
す
べ
き

で
あ
る
。
中
古
住
宅
市
場
に
対
す

る
ア
ピ
ー
ル
方
法
は
幾
ら
で
も
あ

る
の
で
は
。

個
々
の
問
題
の
中
で
で
き
る

こ
と
は
し
て
い
き
た
い
。
行
政
独

自
で
行
う
問
題
で
は
な
い
の
で
、

他
の
団
体
と
の
連
携
も
図
り
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

市
長
は
就
任
当
時
、
ソ
フ
ト

面
に
強
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
ハ
ー
ド
事
業
の
計
画
ば
か

り
で
あ
る
。
二
重
ガ
ラ
ス
で
隙
間

風
を
減
ら
し
、
気
密
性
を
高
め
、

子
ど
も
の
病
気
を
減
ら
す
改
修
を

す
る
と
い
う
理
屈
は
、
身
体
の
弱

い
子
ど
も
も
い
る
、
か
し
の
木
園

の
よ
う
な
場
所
で
は
推
進
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
何
十
人
も
の
子
ど

も
出
入
り
す
る
保
育
園
の
講
堂
の

よ
う
な
部
屋
は
、
気
密
性
よ
り
も

む
し
ろ
通
気
性
が
重
要
で
あ
り
、

講
堂
の
窓
を
二
重
ガ
ラ
ス
に
し
て

み
て
も
、
子
ど
も
の
病
気
が
減
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
は
。

２
０
１
１
年
の
震
災
後
、
新

築
は
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
が

半
分
以
上
を
占
め
、
健
康
に
良
い

家
を
作
り
住
む
こ
と
を
住
宅
メ
ー

カ
ー
は
進
め
て
お
り
、
よ
う
や
く

欧
米
基
準
と
な
っ
て
き
た
。
無
駄

に
建
物
に
お
金
を
使
っ
て
い
る
と

い
う
の
は
認
識
違
い
で
あ
る
。

休日夜間応急診療所

一般質問

奥
田　

寛

奥
田　

寛
（
至
誠
会
）

子
育
て
と
高
齢
者
・

障

害

者
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